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概    要 生薬や食品（穀物、粉ミルク）の分析のための新しいレーザー分析法を開発した。
一般に行われているレーザー分光分析には YAG レーザーが用いられているが、その場合、試料は必ず硬
いペレット状にしなければならない。パルス CO2 レーザー(TEA CO2 レーザー)は試料に対する吸収率が



























































































コントウ）に Pb 100ppm を混入させた試料から得
た発光スペクトルである。スペクトルのバックグ
ランドが非常に低いのが特徴的である。この実験
は雰囲気ガスに He を用い、1 気圧でレーザー照射
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